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項    目 内                 容 

第 1 章 総  則 

(適用範囲) 

第 1-1 条  

 

(目的) 

第 1-2 条  

 

(場所) 

第 1-3 条  

 

(業務概要) 

第 1-4 条  

 

 

 

 

(一般事項) 

第 1-5 条  

 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

 本業務の概要は次のとおりであり、詳細は第 3 章に示すものとする。 

 ・変位測量            １式 

  ・取水設備・流入工周辺の地形測量 １式 

・孔内水位等観測         １式 

 

 

変更無きにつき省略 

第 2 章 作業条件 

(作業基本条件) 

第 2-1 条  

 

(貸与資料) 

第 2-2 条 

 

(貸与資料の取扱い） 

第 2-3 条  

 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

変更無きにつき省略 

 

第 3 章 作業内容 

(作業項目及び数量) 

第 3-1 条  

 

(測量作業の留意点) 

第 3-2 条 

 

(管理技術者) 

第 3-3 条 

 

 

 

本業務における作業項目及び数量は、別表「作業項目内訳表」のとおりとする。 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

変更無きにつき省略 

 

第 4 章 打合せ 

(打合せ) 

第 4-1 条 

 

 

 

 

 

 

 

 共通仕様書第 10 条に基づく打合せについては、主として次の段階で行うものとする。 

 また、初回及び最終回の打合せには管理技術者が出席するものとする。 

 初  回 測量作業着手前の段階（対面方式） 

 第２回 中間打合せ（中間とりまとめ時）（Web 会議方式） 

 最終回 報告書原稿作成段階（Web 会議方式） 

    なお、業務を適正かつ円滑に実施するために、受注者の業務担当は、業務打合せ記録簿を作成

し、 上記の打合せの都度内容について、監督職員と相互に確認するものとする。 

  ただし、別紙１に記載されている割合を予定価格に乗じて求めた価格を下回る価格で契約した

場合においては、上記に定める打合せを含め、受注者の責により管理技術者の立ち会いの上で打
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項    目 内                 容 

 合せ等を行うこととし、設計変更の対象とはしない。 

  その際、管理技術者は、共通仕様書第 11 条に定める業務計画書に基づく業務工程等の管理状

況を報告しなければならない。 

 

第 5 章 成果物 

(成果物の提出) 

第 5-1 条 

 

(成果物の提出先) 

第 5-2 条 

 

 

 

変更無きにつき省略 

 

 

成果物の提出先は、次のとおりとする。 

埼玉県深谷市仲町１２− １４ ２F 

関東農政局利根川水系土地改良調査管理事務所 利根川中流支所 

 

第 6 章 契約変更 

(契約変更) 

第 6-1 条 

 

 

 

変更無きにつき省略 

第 7 章  業務管理 

(業務管理) 

第 7-1 条 

 

 

 

変更無きにつき省略 

 

第 8 章 定めなき事項 

(定めなき事項) 

第 8-1 条 

 

 

 

変更無きにつき省略 
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別紙１（第３－３条、４－１条関連） 

 【割合】 

  予定価格算出の基礎となった同表A～Cまでに掲げる額の合計額に100分の110を乗じて得た額を予定価格で除して得た割合と

する。ただし、その割合が 10 分の 8.2 を超える場合にあっては 10 分の 8.2 とし、10 分の 6 に満たない場合にあっては 10 分の 6

とするものとする。 

 

業務区分 Ａ Ｂ Ｃ 

測量 直接測量費の額 測量調査費の額 諸経費の額に 10 分の 4.8

を乗じて得た額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙１
令和３年度
　国営施設応急対策事業 丹生貯水池堤体観測業務（第１回変更）

当初 第１回変更

1．

内業 1式 1式

外業 1式 1式

2．

外業 1.40km 1.40km

外業 0.40km 0.40km

外業 1.40km 1.40km

外業 28点 28点

内業 1式 1式

3． 変更削除

外業 0.006k㎡ ｰ 変更削除

変更削除

内業 1式 ｰ 変更削除

内業 1式 ｰ 変更削除

内業 1式 ｰ 変更削除

3． 変更追加

外業 ｰ 0.001k㎡ 変更追加

変更追加

内業 ｰ 1式 変更追加

内業 ｰ 1式 変更追加

内業 ｰ 1式 変更追加

4． 外業 207点 207点

区分

変位測量

②取水設備の縦横断図作成 地形測量の成果を基に取水設備の縦横断図（１測線・３断面）を作成する。

取水設備・流入工周辺の地形
測量

作　業　内　容作業項目

定点測量を実施する。
　14点（堤体天端3点、堤体下流3点、堤体石積部8点）×２回（７月、１月）

中心線測量を実施する。
　0.70km（0.35km×堤体天端２測線）×２回（７月、１月）　測点間隔20m

堤体の横断測量を実施し、変位を確認する。
　0.2km（堤体５断面）×２回（７月、１月）　測点間隔50m

縦断測量を実施する。
　0.70km（0.35km×堤体天端２測線）×２回（７月、１月）　測点間隔20m

準備作業

過年度業務の測量成果等を踏まえて、丹生貯水池の取水設備及び流入工（添付図面
３）の地形測量を実施する。

業務体系　：　測量業務

変位測量のデータを取りまとめ、過年度のデータと比較し、考察する。

過年度業務の測量成果等、貸与資料を把握・整理し、作業計画を検討・樹立する。

本業務の実施に当たり必要となる現地調査を行う。　（着手時1回）

４）定点測量

３）縦断測量

２）横断測量

１）中心線測量

２）現地調査

１）資料の検討

過年度業務の測量成果等を踏まえて、丹生貯水池の堤体天端道路部、堤体天端上流
側コンクリート部及び定点（堤体天端、堤体下流、堤体石積部）の標高と座標を測量
し、変位を観測する。（添付図面２）

〔作業項目内訳表〕

５）変位測量データ取りまとめ

作業数量

丹生貯水池堤体の観測孔の水位及び電気伝導度の観測、堤体状況の写真撮影及び
堤体天端クラックの計測を行う。
　23点（観測孔12点、写真撮影9点、クラック計測及び写真撮影2点）×９回（７月、８
月、９月、１０月、１１月、１２月、１月、２月、３月）　（別紙２参照）

孔内水位等観測

１）地形測量

③流入工の縦横断図作成 地形測量の成果を基に流入工の縦横断図（１測線・２断面）を作成する。

２）地形測量データ取りまとめ

①地形測量データ取りまとめ・
　 平面図作成

地形測量のデータを取りまとめ、過年度成果の現地測量図面に流入工と斜樋の測量
結果を反映し、1/200の平面図を作成する。

備考

取水設備・余水吐周辺の地形
測量

１）地形測量
過年度業務の測量成果等を踏まえて、丹生貯水池の取水設備周辺（添付図面３）の地
形測量を実施する。

③余水吐の縦横断図作成 地形測量の成果を基に余水吐の縦横断図（１測線・７断面）を作成する。

２）地形測量データ取りまとめ

①地形測量データ取りまとめ・
　 平面図作成

地形測量のデータを取りまとめ、1/200の平面図を作成する。

②取水設備の縦横断図作成 地形測量の成果を基に取水設備の縦横断図（１測線・３断面）を作成する。



堤体観測業務詳細 別紙２－１

変更無きにつき省略



貸与機材一覧表 別紙２－２

変更無きにつき省略



調査記録様式 別紙２－３

変更無きにつき省略


